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石油ガス国家備蓄倉敷基地工事

施設管理者 ：日本液化石油ガス備蓄株式会社 倉敷事業所 

施設所在地 ：岡山県倉敷市水島地区 

調査見学時期 ：平成 15 年 11 月 14 日 

施設概要 ：

倉敷備蓄基地は、40 万トンのプロパンガスを地下約 165m～187m の岩盤を掘削した貯槽

（水封式地下岩盤貯蔵）に常温高圧貯蔵するもので、平成 21 年操業開始を目指していま

すが、調査見学時は、アプローチトンネルを約 150m 掘っているという状況でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設見取り図

アプローチトンネル先端部



LPG 地下備蓄実証プラント工事 

 

  発注者     ：石油公団 

  施設所在地   ：岡山県倉敷市  

  調査見学時期  ：平成 2 年 10 月 24 日（水） 

  工事概要 

石油公団は資源エネルギー庁からの委託を受けて、昭和 62 年度から 6 年間の予定で、将

来の重要なエネルギー源の一つであるＬＰＧ（Liquefied Petroleum Gas）（※1）の安定供

給を目指し、岩盤封式（※2）の高圧常温貯蔵の実証実験（※3）を進めている。この方法は

現在も行われている常圧低温貯蔵の地上・地中タンクに比べ、経済性・安全防災面でも優れ

た方法と言われている。 

現在、供給の 3/4 を中東などからの輸入にたよっているＬＰＧの安定供給のためにも、今

後の成果が期待される。なおこの実験のエンジニアリングには当協会も参加した。（ＧＥＣ

ニュース第１６号より抜粋） 

※1－液化石油ガス（ＬＰＧ）：プロパン、ブタンなどの総称 

※2－地下水圧によって常温高圧の LPG を貯蔵しておく方法 

※3－タンク容量 390 ㎡、設置深度 90ｍ  

 


